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問題１：道路交通法でいう軽車両に含まれ
　　　　　ないものはどれか？

　　１．人力車

　　２．自転車

　　３．牛が引く荷車

　　４．軽自動車
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　　　　　ないものはどれか？

　　１．人力車

　　２．自転車

　　３．牛が引く荷車

　　４．軽自動車



[道路交通法]
軽車両の定義（第２条１１）

自転車、荷車その他、人若しくは動
物の力により運転する車。



問題２：地方都市におけるアンケートで、　
　　　「車の運転中、自転車が危険だと感じ
　　　　るとき」が最も多かったものは？

１．自転車が信号を無視して飛び出して来たとき

２．高齢者が乗っている自転車と出会ったとき

３．傘を差して自転車に乗っている人と出会ったとき

４．自転車を追い抜くとき



問題２：地方都市におけるアンケートで、　
　　　「車の運転中、自転車が危険だと感じ
　　　　るとき」が最も多かったものは？

１．自転車が信号を無視して飛び出して来たとき

２．高齢者が乗っている自転車と出会ったとき

３．傘を差して自転車に乗っている人と出会ったとき

４．自転車を追い抜くとき



　　　　　　　　　福島市、静岡市でのアンケート結果



問題３：自転車が関係する交通事故の発生場
　　　　所で最も多いのは次のうちどれか？

１．信号のある交差点

２．信号のない交差点

３．歩車道区分のある交差点外

４．歩車道区分のない交差点外
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計
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問題４：自転車で歩道を走る場合、正しいのは
　　　　どれか？

１．進行方向の左側の歩道を走らなければならない。

２．歩道の左側寄りを走らなければならない。

３．道路標示がない場合は歩道の車道寄りを走らな
　　ければならない。

４．傘さしはみとめられている。



問題４：自転車で歩道を走る場合、正しいのは
　　　　どれか？

１．進行方向の左側の歩道を走らなければならない。

２．歩道の左側寄りを走らなければならない。

３．道路標示がない場合は歩道の車道寄りを走らな
　　ければならない。

４．傘さしはみとめられている。



[道路交通法]

普通自転車の歩道通行（第６３条４）

１ 普通自転車は、第17条第１項の規定にかかわらず、　
　道路標識等により通行することができることとされて　　
　いる歩道を通行することができる。

２ 前項の場合において、普通自転車は、当該歩道の　　
　中央から車道寄りの部分（道路標識等により通行すべ
　き部分が指定されているときは、その指定された部分）
　を徐行しなければならず、また、普通自転車の進行が
　歩行者の通行を妨げることとなるときは、一時停止し　
　なければならない。



問題５：自転車は原則として車道を通行しなけ
　　　ればならないが、（　　）場合、歩道を
　　　走ることができる。 　　　　　　　　
　　（　　）内に入る言葉は次のうちどれか？

１．女性が運転する

２．子供が運転する

３．子供や高齢者などが運転する

４．子供や高齢者などが運転する場合や車道通行が
　　危険な
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　　　走ることができる。 　　　　　　　　
　　（　　）内に入る言葉は次のうちどれか？

１．女性が運転する

２．子供が運転する

３．子供や高齢者などが運転する

４．子供や高齢者などが運転する場合や車道通行が
　　危険な





問題６：世界の自転車の生産台数は自動車の生　
　　　　　　産台数に比べて（　　　　　　　　）。

　　　　　（　　　　　　）の中に入る適当な言葉は次の
　　　　　うちどれか？

１．２倍以上多い

２．ほぼ同じだが自転車の方が少し多い

３．ほぼ同じだが自転車の方が少し少ない

４．半分以下である

　



問題６：世界の自転車の生産台数は自動車の生　
　　　　　　産台数に比べて（　　　　　　　　）。

　　　　　（　　　　　　）の中に入る適当な言葉は次の
　　　　　うちどれか？

１．２倍以上多い

２．ほぼ同じだが自転車の方が少し多い

３．ほぼ同じだが自転車の方が少し少ない

４．半分以下である

　



★自転車生産台数：Ａ＝ 1億３，０００万台

★自動車生産台数：Ｂ＝ 　　５，２００万台

　　　　ゆえに　Ａ／Ｂ＝２．５

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｊ・マシュー・ロニー

　　　　　　　　　　　　　「脚光を浴び始めた自転車」より

2007年世界の自転車と自動車の生産台数



問題７：家庭からの二酸化炭素排出量の約３割は
　　　　　自動車からである。

１．ＹＥＳ

２．ＮＯ

問題８．自転車による道路交通法違反では、懲役
　　　　　刑はない。

１．ＹＥＳ

問題９．幼児を一人、自転車の幼児用座席に乗　
　　せて走っているお母さんは交通法違反である。

１．ＹＥＳ ２．ＮＯ

２．ＮＯ
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Q.罰金はあるが懲役はない？

A.あります。罰金だけではありません。

　★懲役5年以下または１００万円以下の罰金　　

　　・飲酒運転（酒気を帯びている者は車両「自転車も含まれる」
　　　を運転してはいけない）

　★懲役３ヶ月以下または５万円以下の罰金

　　・信号機無視（手信号も含む）

　　・自転車通行止めのところを走行

　　・一時停止無視　　

　　・右側通行（危険回避など、やむをえない場合は除く）

　　・安全運転しなかった（人に危害を及ぼす運転）

　　・踏み切りで一時停止しなかった



★５万円以下の罰金

　　・夜間の無灯火走行　　

　　・不安定な乗り方「傘差し運転」など　　

　　・右折・左折・進路変更時に合図をしなかった

★２万円以下の罰金又は科料

　　・二人乗り（16歳以上の運転者が6歳未満の子供一人を幼児
　　　用座席に乗せている場合は除く）

　　・二台以上並んでの走行 （並進）（道路標識等により並進す
　　　　ることができる場合は除く）

　　・歩行者の通行妨害

　　・自転車道が設けられているのに自転車道を走行しなかった



問題７：家庭からの二酸化炭素排出量の約３割は
　　　　　自動車からである。

１．ＹＥＳ

２．ＮＯ

問題８：自転車による道路交通法違反では、懲役
　　　　　刑はない。

１．ＹＥＳ

問題９：幼児を一人、自転車の幼児用座席に乗　
　　せて走っているお母さんは交通法違反である。
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[公安委員会　規則]

軽車両の乗車又は積載の制限
第１００条 法第５７条第２項の規定により、軽車両の運転者は、

次に掲げる乗車人員又は積載物の重量等の制限をこえて乗車
をさせ、又は積載をして運転してはならない。

（１） 乗車人員の制限は、次のとおりとする。
ア 二輪の自転車には、運転者以外の者を乗車させないこと。
イ 二輪の自転車以外の軽車両には、その軽車両に本来設け

　　　られている乗車装置に応じた人員を超える人員を乗車させ
　　　ないこと。
ウ １６歳以上の運転者が幼児用座席を設けた二輪又は三輪

　　　の自転車を運転する場合は、ア及びイの規定にかかわら　
　　　ず、その幼児用座席に６歳未満の者を１人に限り乗車させ
　　　ることができる。



問題１０：１３歳未満の子供が自転車に乗る場合は、保

　　　　　　護者はヘルメットを着用させるよう努めなければ
　　　　　　ならない。

１．ＹＥＳ

２．ＮＯ

問題１１：自転車のライトは、最低５メートル前のものが　

　　　　よく見える明るさが必要である。

１．ＹＥＳ

問題１２：自転車は歩道では並進することができる。

１．ＹＥＳ ２．ＮＯ

２．ＮＯ
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[公安委員会　規則]

軽車両の灯火
第９条 令第１８条第１項第５号の規定により軽車両

（牛馬を除く。以下この条において同じ。）がつけなけ
ればならない灯火は、次に掲げるものとする。

（１） 白色又は淡黄色で、夜間、前方１０メートルの距

　　離にある交通上の障害物を確認することができる
　　光度を有する前照灯。
（２） 橙色又は赤色で、夜間、後方１００メートルの距　

離から点灯を確認することができる光度を有する尾灯。



問題１０：１３歳未満の子供が自転車に乗る場合は、保　
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[道路交通法]

軽車両の並進の禁止（第１９条）

軽車両は、軽車両が並進することとなる場合にお

いては、他の軽車両と並進してはならない。





問題１３：自転車に乗って右折、左折または停止すると

　　　　　　きは、手などにより合図をしなければならない。

１．ＹＥＳ

２．ＮＯ

問題１４：「ＴＳマーク」とは自転車安全整備士により点検・

　　　　整備された安全な自転車で、傷害・賠償責任保険が
　　　　付帯されていることを証明するマークである。

１．ＹＥＳ

問題１５：自転車のタイヤには、パンクをしないように、

　　　　時々油を差しておく。

１．ＹＥＳ ２．ＮＯ

２．ＮＯ
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[道路交通法]

合図（第５３条）
１ 車両（自転車を含む。）の運転者は、左折し、右折し、　
　転回し、徐行し、停止し、後退し、又は同一方向に進行
　しながら進路を変えるときは、手、方向指示器又は灯火
　により合図をし、かつ、これらの行為が終わるまで当該
　合図を継続しなければならない。
２前項の合図を行なう時期及び合図の方法について必　
　要な事項は、政令で定める。
３車両の運転者は、第１項に規定する行為を終わつた　　
ときは、当該合図をやめなければならないものとし、ま　　
た、同項に規定する合図に係る行為をしないのにかか　
わらず、当該合図をしてはならない。



安全の確認と合図
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２段階右折の方法

★信号機のある交差点

信号機Ａが青なら信号機ＡのⅩの
ところまで進み、停止します。

信号機Ｂが青になったら進みます。

★信号機がない場合

左右の安全を確認しⅩのあたりま
で進み、安全かどうか確かめて進
みます。



ご協力ありがとうございました

自転車クイズ

お　わ　り


